
用途別収入割合比較                    補足資料２ 

 

コロナ禍以降の用途別割合の増減は以下のとおりです。（R1を基準とした割合の比較） 

  R2 R3 R4 R5 R6 R7 

一般用 2.1% 8.5% 8.6% 1.6% 1.2% 1.0% 

学校用 -0.2% 0.0% 0.1% -0.3% -0.3% -0.2% 

病院用 -0.3% 0.6% 0.5% -0.5% -0.9% -0.7% 

営業用 -1.5% 0.3% 0.3% -0.8% -0.2% 0.0% 

工場用 -0.1% 0.8% 0.6% 0.2% 0.1% 0.1% 

まとめ 

【一般用】不要不急の外出を規制した影響で、コロナ禍に割合が増加しました。しかし、

R5以降の収益についてはR1の収益を下回っており、今後も減少傾向は続くも

のと見込んでいます。 

【学校用】R2～R4は休校や部活の停止などにより減少しました。R5以降は、水泳授業

を校外民間プールへ移行したことなども影響し、減少しています。 

【病院用】R2～R4は微減でしたが、R5以降は複数の老朽化した大型病院が建物を省エ

ネ型施設へ建て替えたことにより減少しています。 

【営業用】R2～R4で大きく減少し、R5も引き続いていましたが、R6から経済が動き始

めるとインバウンド需要なども重なり、大幅に回復しました。 

【工場用】R2に減少、R3に増加（使用増と一部大規模漏水）、R4に減少（建て替えによ

る減少、バイオマス発電の停止など）と増減しています。 


